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１．問題の所在

平成元年の第６次小学校学習指導要領において新

設された生活科は，平成11年の第７次学習指導要領

において指導計画の配慮事項として「国語，音楽，

図画工作など他教科等との関連を図り，指導の効果

を高めるようにすること．」という内容が新たに加

えられ，生活科と音楽科との関連が明確になった．

第８次小学校学習指導要領では，「国語科，音楽科，

図画工作科など他教科等との関連を積極的に図り，

指導の効果を高めるように」と「積極的に」という

文言が加えられている．それまでの生活科の学習活

動において他教科等との関連が十分ではないと見ら

れていたことをうかがうことができる．

そして，第９次小学校学習指導要領では，その解

説生活編で第８次学習指導要領における成果ととも

に「更なる充実を図ることが期待されること」とし

て示された中に，以下のような指摘がある．

:幼児期の教育との連携や接続を意識したスタート

カリキュラムについて，生活科固有の課題として

ではなく，教育課程全体を視野に入れた取組とす

ること．スタートカリキュラムの具体的な姿を明

らかにするとともに，国語科，音楽科，図画工作

科などの他教科等との関連についてもカリキュラ

ム・マネジメントの視点から検討し，学校全体で

取り組むスタートカリキュラムとする必要がある．

これまでの「関連を積極的に図り，指導の効果を

高めるように」ということからさらに踏み込んで，

カリキュラムとして指導計画の設計段階から生活科

と他教科等との関連を検討することが求められてい

る．

では，それを検討するにあたりどのような考え方

が必要だろうか．

本稿では生活科と音楽科との関連について先行研

究および小学校学習指導要領解説生活編および音楽

編をもとに生活科と音楽科の双方の学習がより充実

するような関連の在り方を探るものである．

２．先行研究

生活科と音楽科との関連についての研究や実践報

告は，学習指導要領をはじめ行政から示されたもの

をもとにした研究や実践報告の中に見ることができ

る．

小倉は，「生活科は学校，地域社会，子どもの状態

に合わせて，その実践を柔軟に変化させていかなく

てはならないことから，他教科等との関連に関する

研究は，それを一般化する方向ではなく，個々の事

例をより詳細に記録，分析していくことが必要であ

ろう1)」と述べている．

浅井は生活科の単元におけるふり返りの活動の中

で，国語をはじめ図画工作，音楽で学習した方法を

使った表現ができることを実践報告の中で述べてい

る2)．このように生活科を中心とした実践報告はい

くつか見られるが，いずれも音楽は生活科の学習を

表現する手段として示されている．

音楽科の側から生活科との関連についての研究や

実践報告もある．渡部は生活科の体験と音楽科の表

現のとの関連について実践研究をしている．１年生

の生活科でアサガオの栽培をもとに「あさがおのう

たをつくろう」というふしづくりの実践である3)．

アサガオの様子に変化があるとき，見た通り（葉の

数，色，形など）の観察記録とそれに対するアサガ

オへの言葉を書かせ，アサガオにお話しするように

二つ（ソ，ラ）あるいは三つ（ミ，ソ，ラ）の音を

言葉に合わせて音楽づくりをするというものである．

福田は生活科で学習したことを音や劇で表現する

実践を行っている．川にすむ生き物を探す活動の中

で体験して感じた自然への親しみや感動を生かし，

そこで聞こえた音やイメージした音を手がかりに子

どもたちが身近な音素材を使って音や劇で川の様子

を表現する実践を行っている．福田は，共通の自然

体験であったことが集団の学習意欲を高めることに

つながったが，１年生であるため音楽的な表現が少
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なかったと報告している4)．

畑山は関連の方法として木とのふれあいを取り入

れ，鑑賞学習と関連させている．木製の楽器が発音

する際の振動を身体で感じ取らせたり，校内にある

木の中からお気に入りの木を見つけさせたりする活

動を行った後，サンサーンスの「白鳥」の鑑賞学習

を行っている5)．

このようにさまざまな実践研究が行われている．

これらを整理するとともに筆者自身の実践もあわせ

て考察し，関連の方法について検討していきたい．

整理の方法としては，小学校学習指導要領解説生

活編および小学校学習指導要領解説音楽編における

他教科等との関連について示されているものを参考

に生活科と音楽科との関連について考察する．

３．小学校学習指導要領解説に見る関連の内

容

小学校学習指導要領解説では第６次学習指導要領

で生活科が新設されて以来，他教科等との関連につ

いては「指導計画作成上の配慮事項」の中で「第１

に生活科の学習の成果を他教科等に生かすこと」，

「第２に他教科等の学習成果を生活科にいかすこと」，

そして，「第３に教科の目標や内容の一部について，

これを合科的に扱うこと」の三つに分けて示してあ

る．それを整理したものが表１である．

第１の生活科の学習の成果を他教科等に生かすこ

とについては第７次学習指導要領で音楽科との関連

を図ることが明記されて以来，具体的な例が示され

ているが，第２の音楽科の学習成果を生活科に生か

すことについては，平成20年度から具体例が削除さ

れている．

また，第１の生活科の学習の成果を他教科等に生

かすことについては小学校学習指導要領解説音楽編

にも表２のように示され音楽科の側から生活科を含

めて他教科等との関連が示されている．

表１と表２から生活科と音楽科の関連を見ると，

生活科での自然の観察や遊び，季節や地域の行事に

ついての学習が歌唱表現の深まり，音遊びや音楽づ

くりに発展できる可能性があることが示されている．

生活科での体験活動が子どもたちにおもしろさや楽

しさなどの思いをもたらし，その活動が想起される

ような歌詞の歌を音楽科で表現する学習を行うと，

生活科で感じた思いを音楽表現に生かすことができ

るようになるというのである．このことは，多くの

学校で実践されていると考えられる6)．では，小学

校学習指導要領解説生活編で示されている生活科と

他教科等との関連に関わる三つの指導の在り方をも
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表１ 小学校学習指導要領解説生活編における他教科

等との関連



とに生活科と音楽科の関連のあり方について，先行

研究における実践と筆者が行った実践等をもとに考

察する．

４．身体活動を通した関連

先に見た福田の実践は川の中で生き物などを探す

という体験活動をもとに音楽表現に関連させるもの

であった．そこでは，体験活動の際に聞こえた音や

様子を再現するという「音を聴く」ことが音楽の学

習となっていた．もちろん音を聴くことは音楽科の

学習では重要だが，それだけで題材あるいは単元と

して学習目標を設定することは漠然としていて難し

い．

筆者は，生活科の学習において学級園を耕した経

験を音楽科でのリズム学習と関連させた実践を行っ

た7)．

音楽は生活の中に広く深く入り込んでいる．歩く

ことをはじめ多くのものを動かすことなど，さまざ

まな動作の中にリズムのまとまりが含まれている．

生活科における活動の中にも同様にリズムが含ま

れるものがある．これまで何となく感じていた生活

の中のリズムを取り出し，音楽の学習に生かすこと

で，リズムを体全体で感じ取ることをねらい実践を

行った．

それは，１年生の生活科で二十日大根を植えるた

めに学級園を耕した経験をもとに，音楽科では教材

曲「しゃべるでほい」を歌に合わせて身体を動かす

ことで強拍・弱拍の拍の流れを体全体で感じ取らせ

るというものである7)．表３は音楽科における指導

計画である．

指導計画における学習活動の第３時．耕す体験を

した後の音楽の時間，「しゃべるでほい」の前奏が始

まると，子どもたちは生活科での経験を思い出し，

耕す動作を始めた．歌に合わせた身体の動きは強拍

を感じたものとなり，強拍・弱拍のリズムの学習に

スムーズに入ることができた．強拍部分を強く歌う

子どもに「どうしてそこだけ強く歌うの？」とたず

ねると，「だってスコップを土にさすときは力を入

れないと固いところは掘れません．」と答えた．さ

らに，歌に合わせてスコップに足をかけて土を掘る

動作をしながら，「こうやって力を入れて掘ってい

るんです．」と身体を動かしながら答える子もいた．

生活科で体験活動したからこそ，このように動作と

拍とが結びついたと考えられる．

音楽科で拍の流れを感じ取らせたりリズムをつく

らせたりする学習活動は，生活科における身体の動

きと関連させることによってその心地良さを実感さ

せることができたと考える．

そのためには，生活科で学級園を耕すときのス

コップの動かし方を子どもたちが経験として意識で

きるように働きかけておくことが，音楽の学習と関

連させるためには重要であったと考える．

５．観察を通した関連

渡部はアサガオの観察を通して音楽のふしづくり

を行っていた．実践記録の中には，「ふしに表現さ

れている感情が，（中略）朝顔の成長に寄り添うよう

なものに変化した」とある．ふしづくりの活動が生

活科の学習に関連していることがわかる．この関連

の在り方は，分類の第３に整理される．

では，観察と音楽づくりを関連させる方法は合科

として有効なのだろうか．筆者が行った動物の観察

と音楽づくりを関連させた実践をあわせて考察する．

1999年１月〜２月にかけて熊本市内Ａ小学校で

行った実践である．

２年生の生活科では，学校の飼育舎の動物たちと

なかよくするための具体的な活動として，飼育舎の
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表２ 小学校学習指導要領解説音楽編における他教科

等との関連

表３ 身体活動と音楽づくりを関連させた指導計画



そうじと餌やりを行わせた．また音楽科では動物の

動きをもとに５人グループで音楽づくり，リズムア

ンサンブルをつくる活動を行った．

この二つの活動を平行して行うことによって，子

どもたちは音で様子がよくわかるようにするために

動物たちをもっとよく見よう，動物たちはどのよう

にしているのだろう，という意識をもつようになっ

た．音楽で表現しようとする対象と生活科でかかわ

り深めようとする対象を同じものにすることで対象

へのかかわりが二重の意味をもつことになった．音

楽科の学習では生活科の学習が表現するための目的

や手段として，また，生活科の学習ではその逆にと

いうように相互に学習活動が関連したのである．

音楽科の学習ではまず，教材曲「ぞうさんとこり

す」を使い，５人グループのそれぞれにぞうさんの

物語をつくらせ，そのお話にあうように大太鼓やト

ライアングルなどの打楽器を使ってリズムアンサン

ブルづくりをさせた．

子どもたちは世話をしている動物たちをもとにし

た音楽づくりもしたいという声を挙げ，物語づくり

と音楽づくりをすることになった．また，せっかく

つくるのだから１年生に見せたいという声も挙がり，

１年生への発表の機会をつくることにした．表４は

その指導計画である．

いつも見ている動物たちだが，音楽をつくるため

に見ると，歩き方，餌の食べ方など実際の動きを丁

寧に見ていなかったことに気付いた．この動物はこ

んな動きをするものだと概念的に見ていたのであろ

う．生活科の学習の中では，餌を食べやすくするた

めには場所を変えた方がよいのではないかなどの意

見が出てくるようになった．また，音楽では実際の

動きに即したものにしようと，動きを見ることと音

楽をつくることを何度もくり返していた．このよう

な活動によって動物同士のかかわりや，動物の動き

を物語と音楽で表す作品をつくることができた．さ

らに，それを１年生に発表することで作品を評価し

てもらい達成感を味わわせることができた．

このように，生活科における観察と音楽科におけ

る音楽づくりを関連させることは有効であることが

わかる．作品づくりのためには観察が必要であり，

注意深く観察することで新たな気付きにつながりや

すいと言える．

６．経験としての体験活動との関連

学校教育における授業形態としては椅子に座って

学ぶいわゆる座学の割合が多い．それに対し，生活

科等での体験活動は自由に身体を動かすことができ

るため子どもたちにとって記憶に残りやすいと考え

られる．学習指導要領解説で例示してあるように，

生活科での経験と歌詞の内容とが具体的に結びつき

やすいものであると「歌詞の表す情景や気持ちを想

像して歌うこと」に関連させやすい．音楽科からす

ると，子どもたちが「思いや意図をもって」表現す

ることができるような学習指導を展開することがで

きる．

歌詞の内容と生活科での体験活動が具体的・直接

的につながらないとしても，「美しいと感じた景色」

「楽しいと感じたできごと」等へと抽象化すること

によって「思いや意図」をもたせることができる．

このことは，第１学年・第２学年だけでなく，第３

学年以上において同様である．

生活科での体験活動や総合的な学習の時間での体

験活動をもとに「思いや意図」を持たせることで，

音楽表現を工夫させやすくなることがわかった．

では，鑑賞学習との関連はどうであろうか．

鑑賞学習との関連については畑山の実践研究が

あった．そこで目的とされたことは，自分の身体を

通して音を実感することである．しかし，ここで示

された内容では，学習指導要領で示された内容と実

践のつながりがわかりにくい．

生活経験と鑑賞学習の関連を明確にしたものにつ

いては筆者の研究がある8)．ここでは，音楽の中で

主として聴かせたい要素と関連する生活経験をつな

ぐことで子どもたちは音楽に生活経験を投影し言語

化できるようになったことを報告した．図１は

トゥールミンの論理モデルを参考に筆者がつくった

音楽鑑賞の言語化モデルである．この図のように音
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表４ 動物の観察と音楽づくりを関連させた指導計画



楽を言語化できるよう理由やその裏付けを子どもに

問うことで，音楽に生活経験を反映できるようにな

るのである．

ここで報告した実践では想起させている生活経験

は家庭における経験であるが，生活科の体験活動を

想起させることも可能である．むしろ，生活科での

方が共通体験として子どもたちが音楽を精査してい

くにはより適しているはずである．音楽科の鑑賞学

習において言語活動によって深い学びを実現するた

めには，生活科の中での共通体験と関連させること

によって同じ経験を想起させ，音楽について議論さ

せることが必要だと考える．

７．指導計画作成における関連

これまで見てきたように生活科と音楽科の関連の

有効性を確認するためにはその内容がどのように関

連したのかを精査する必要がある．そして，指導計

画を設定する段階で関連させる題材や教材だけでな

く，何を関連させるのかという生活科および音楽科

の両方の内容まで設定することが必要だと考える．

これは，平成29年２月14日に文部科学省より出され

た「小学校におけるカリキュラム・マネジメントの

在り方に関する検討会議報告書」の中で「各教科等

の教育内容を相互の関係で捉え，学校教育目標を踏

まえた教科等横断的な視点で，その目標の達成に必

要な教育の内容を組織的に配列していくこと．（下

線は筆者）」とあることと同様と考える．内容の関

連が明確になっていると，実践に際して関連のさせ

方，働きかけ方がより考えやすくなるからである．

関連させる内容まで設定することは，年間指導計

画作成の段階では難しいかもしれないが，題材・単

元の指導計画を作成する際は必要だと考える．

さらに，生活科と他教科等との関連で必要なこと

は諸感覚ごとの整理だと考える．生活科では「気付

きを自覚したり，関連付けたり，視点を変えて捉え

たりすることが気付きの質を高めることであ｣9)る．

しかし，実践報告で見る子どもの気付きは視覚で捉

えたものが多い10)．学習指導要領解説生活編では，

自然の素晴らしさを味わうことに「視覚，聴覚，触

覚，味覚，嗅覚などを使って｣11) とある．これは自

然を捉えるためだけでなく，あらゆる体験活動で子

どもたちに意識すべき事だと考える．

もちろん，安全に配慮することは当然のことであ

るため，常に五感を活用させるということはできな

いだろう．しかし，子どもたちのとらえたものが，

どの器官でとらえたものであるかを確認することに

よって視点を変えることが習慣化されるのではない

だろうか．それは，対象を立体的に捉えることにつ

ながり，生活科のみならず全ての教科等に関連する

ことである．

例えば，国語における文学教材を考えてみる．そ

こではテキストから情景を思い浮かべることが求め

られる．例えば「金いろの花がさきました．」という

一文があれば，子どもは言葉で示された「色」を想

起するはずである．しかし，それだけでなく花の匂

い，触った感じを想起できると，そこに思い描く情

景はより豊かなものになる．これは，音楽の歌唱表

現で歌詞を読み歌唱表現に生かすときも同様である．

社会科でも，ある写真を提示した場合，そこに示

された視覚情報だけでなく，視覚情報から読み取れ

る音や声，匂いまでも思い描くことができれば，よ

り豊かな学習にすることができるだろう．

生活科における体験活動の気付きをふり返らせた

り，各教科等でテキストや非連続テキストを提示し

たりする際，視覚，聴覚，触覚，味覚，嗅覚ごとに

整理したり問うたりすることが対象となる教材をよ

り立体的に浮かび上がらせるとともにそれらが有機

的につながり合うことになるだろう．それが，言語

活動そして深い学びへとつながっていくと考える．
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図１ 生活経験と関連させる音楽鑑賞の言語化モデル
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